
自治体SDGsモデル事業名：自然、文化、産業が響き合う 安曇野共生プロジェクト 提案者名：長野県 安曇野市

取組内容の概要：安曇野の里山に市内外から人が集い、里山の資源で稼ぐ、里山で楽しみ学ぶ、里山を保全するといった体験によ
り、あらゆる人が安曇野の里山に携わるきっかけづくりや体制整備を進めていく。そして、安曇野市が目指す「自然、文化、産業
が織りなす 共生の街 安曇野」を実現する大きな一助とする。

自治体SDGsモデル事業 概要

• メタバースを活用した安曇野体験と交流促進

• アドベンチャートラベルの推進
• 東部アウトドア拠点の構築
• 「安曇野わさび産地強化プロジェクトチー
ム」によるわさびの生産振興

• 「ニホンザル追い払い隊」による野生
鳥獣との共存

• きのこ廃培地を活用したバイオマス
発電等の推進による地域脱炭素化

• 里山再生活動「さとぷろ。」の推進

課題
• 新たな観光ニーズへの対応
• 農林業の稼ぐ仕組みの構築

課題
• 田園風景の保全、自然と人の共存

「里山からつながる
安曇野共生プロジェクト」

① 里山プラットフォームとしての
「さとぷろ。機構」の構築

② 里山や木材を活用した市内産業のイノベーション
③ 「SDGsワンモアアクション」の推進
④ Ｊクレジットを活用した里山再生活動
⑤ 安曇野モデルの木材循環構築

• 自然保育を通じたこども園体験入園
• ユニバーサルデザインのまちづくり
• アーティスト・イン・レジデンスを通じた
交流促進と市内活性化

課題
• 若年層の転出増加
• 共生社会づくりの推進

環境

経済 社会

里山再生や木材利用に関する市民の理
解や意識が深まり、木材消費増大し、新
たな製品やサービスの創出

産業間連携による所得の向上や新たな
ビジネス創出により、若者の市内定着や
地元回帰や担い手の確保を促進

おが粉などの残渣の有効活用や、域外企
業との連携や資金獲得

里山を学び場とした環境教育の推進や魅
力ある保育・教育の推進につながる

様々な分野の活動から里山再生が行われ、
環境保全が図られる

放置森林の減少、森林のCO²吸収効果
の増加や防災機能、生物多様性の維持


